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発刊にあたり
平成 13年（2001) 4月をもって，国立試験研究機関の多くが独立行政法人組織に移行した。ほぽ
100年にわたるわが国農業試験研究にとって歴史的な体制変更である。当畜産草地研究所は，独立行
政法人 農業技術研究機構に属し，旧畜産試験場の大部分と旧草地試験場を母体として発足した。旧
高産試験場の一部，家畜生命科学の研究分野は，植物・昆虫の研究陣営と一体的に研究するため，旧
家畜衛生試験場の一部とともに，農業生物資源研究所にその研究拠点、を構築した。
明治の文明開化とともに始まったわが国の近代畜産は，国民の生活犠式の変化とともに増加した畜
産物需要に呼応して進展してきた。そして，旧農業基本法がfj]lj定された昭和36年（1961）前後を境
に，高度経済成長と重なり急激に発展した。消費商では，日本型食事メニューにほど良いバランスで
畜産物が食卓に上るようになり，良質蛋向質の供給源として国民に受け入れられてきた。との需要増
加に対応して生産市では，公共草地等の飼料基盤整備？経蛍規模の拡大，家畜個体の生産効率の向
が図られ，匡｜全体の畜産物生産量が飛躍的に増加した。
しかし，家族経営を基本とし土地基盤に制約のある中で頭数規棋の拡大が図られたわが国畜産は，
自給飼料生産が追いつかず，また家畜相j，池物の処理に手が回らなくなった。国際競争力の強化，食料
給率の向上，環境保全，循環型社会の構築が川1・ばれている今日，わが国畜産の存続を左右しかねな
い由々しき事態である。さらには 近年の口蹄疫牛海綿~RJJ白症（BSE）の発生は，食品の安全性に
対し消費者の大きな関心を呼び高品質で安全な畜産物が一層強く求められている。乙のようなわが
国畜産が当面する課題に技術開発面から解決策を提示することが，畜産草地研究陣蛍に課せられた必
須命題である。それとともに，将来を展望しわが国高産の飛躍的発展に寄与するため，新たな科学的
知見の究明，それに基づく革新的な技術の開発もまた重要な社会的使命である。
畜産草地liJf究所は，独立行政法人組織に移行した現在においても，国の中核的な畜産草地研究機関
であることには変わりなLE。むしろ 新しい体制の特色をふんだんに生かして，生産者，消費者はも
とより他の研究機関 行政 都道府県，大学，民間等との連般，さらには耕積部門とも連併を一層深
めて研究を推進し，研究成果を積極的に開示していかねばならない。情報公開の一環であるこの研究
報告は，当所のliff究活動を社会に公表する枢要な刊行物と位置づけている。従来から編集委員，内部
審査委員による的1確な審査を経て刊行してきたが，装い新たに今回発干ljするにあたり，外部の専門家
による審査体制を採り入れ 従前以上に論文の質と内容を高めることとした。
これまで、の畜産試験場研究報告，草地試験場研究報告にも増して，この苔産草地i肝究所liJf究報告を
ご活聞いただきたくおi頓pする次第である。
平成 14年3月
独立行政法人 農業技術研究機構
帝産草地研究所長横内 閣
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畜産草地研究所研究報告及び畜産草地研究所研究資料投稿規程
（｜ヨ的）
第l条 畜jfil'fi地研究所研究報告及び畜il'.1草地研究所研究資料への投縞については守之の規程の定めるところによる。
(Hi:稿者の資絡）
t.i 2条投稿者はJ忠良I）として．畜産草地研究所収貝 （以下．「職員」と言う。）及び流動研究員 依頼研究員．科学妓術特別研究
員， ST Aフエローシヅプ研究員等（以下，「他の臓貝Jと言う。）とする。
l 職員が投稿する内容は．主として畜産草地研究所で、行った研究とする。
2 他の1，被日が投制する内容は．務態草地研究所で行った研究とする。
（投稿j以前の内容）
第3条 役新i.原稿の内容は次のとおりとする。
1 t，産，＇，＇£t也研究所研究報告（Bulletinof National Institute of Livestock and Grassland Science/ 
略言主名： Bull.Natl. Inst. Livest. Grassl. Sci.) 
( l ）原若論文．荷i)g草地研究所（以下．「当研究所jと言う。）において行った試験研究及び当研究所以外の者に委託し
て行った試験研究の成梨に関わる論文とする。
( 2）鰐 報：（1 ）以外の研究の予報2 速報などの傾報とする。
( 3 ）技術論文：新しい技術や技術の組立 ＇ ~~正などを主体とする報告。
( ,1）総 説：宙産草地研究に｜品｜わるものとする。 総説は投稿のほか，編集委員会が依~！fl したものを含む。
( 5）学位取得論文 ：当研究所において主として行った試験研究による学位取得論文とする。
2 %:nm草地研究所研究資料（Memoirsof National lnsti 1te of Livestock and Grassland Science/ 
間前志名： Mem.Natl. inst. Livest. Grasl. Sci.) 
( I ）調査資料 ・技術資料 ・研究資料 ：当研究所－において行った試験研究及び当研究所が当研究所以外のものに委託して
行った試験研究のうち．学術的 ・産業的に有！刊な未発表の資料とする。
（督作権）
第4条指載された論文の：苫作権は 独立行政法人1:l業技術研究機榊に制する。
（原稿の執筆）
第5条 j原稿の執筆にあたっては，別に定める務jfil1j＇•：地研究所研究報告及ひ．音波草地研究所研究資料快準要徹に基づくものとす
る。｛川1する言語は日本語または英語とする。
(l;t.f,fiのtJ出）
第6条次の子続きにより原稿及び原稿捉，＇L＼票を事務／，,jに提出する。
l i織員は}Jj'［柿m山梨に必銀事項を記破し．所脳研究室の宅長（科長，チーム長を含む）及び所属するfi)t究部長の校闘を受ける。
2 仙のl隙員はll？－稿ti!i'LI裂に必：~~J,:r!iを記峨し. JリrM研究室の家長（科長．チーム長を合む）及び研究宅が所属する研究部長
の校｜剣を受ける。
（受付）
第7条 j以前及ひ’原,f¥':,HJ/J＇，訴を事務局が受け取った「！を受付日とする。
受fl!.Elは編集委口会の寄食の結果，拘i械が安当と認められた日とする。
（移査）
~8条編集委t~会は次の予続きにより論文を管資する。
ただし，学位取得論文については？在査を省略することができる。
↓ 編集委日会は論文の内容により審議員正副をそれぞれl名決定し，論文辞査を依頼する。
審査員は所内及び所外の研究者等とし，その氏名は公表しない。
2 w~nは論文？を’；白票により審査を行う 。 また必要に応じて指摘事項を討さ ti ＇， し提出する。
3 4務局は審査員と者替の問のやり取りの対応にあたる。
4 編集委員会は審査員の審査結果を参与にして掲，般の可否を判断する。
帯夜の内容によっては苫者にj原稿の訂正を求めることができる。
5 著者は審査結果を受領後．編集委口会が指定する期日までに修正原摘を事務局に拠出する。
（校正）
第9条 著者による校TEttl京f!IJとして初校のみとする。
校正は誤拙の訂正程度にとどめる。やむを1！：｝ず大きな変更等を行う場合には編集委員会の承認を得なければならなL、
（別刷り）
第10条別刷りは次のとおりとする。
1 100部とし．怨顕著者が代表で受け取る。
2 別刷りの追加を希望する場合は研究室負担で印廊付るー。
編集委員会事務局
企画調設部情報資料第l謀
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企画調整部情報資料第2課
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